
点群データを活用した

施設の管理効率化に資する技術
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InfraDoctor®[インフラドクター]

首都高速道路株式会社
首都高技術株式会社

一般財団法人首都高速道路技術センター



3次元点群データの活用

●変状検出

●３Dシミュレーション

●2D/3D-CAD図作成

拡大

GISプラットフォーム（地理情報データを基盤としたシステム）

●地図上で選択 ●地理情報と３次元点群データの連携 ●走行画像表示

点検結果台帳等の検索

●各種管理台帳検索

●点検結果・履歴検索

インフラドクターシステム

© Metropolitan Expressway Company Limited 2019 2



i -DREAMs®
（intelligence-Dynamic Revolution for Asset Management systems）の概要

＜設計段階＞

DIM（Design Information Management）

＜建設段階＞

CIM（Construction Information Management）

＜維持管理段階＞

MIM（Maintenance Information Management）

設計

材料ﾃﾞｰﾀ 施工記録

調査

出来形記録

GISプラットホーム
地図情報 DBｻｰﾊﾞｰ

FEM解析

劣化予測

構造諸元

･しゅん功図
･台帳,管理図

点検･補修 ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

･施設のﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

周辺情報 その他ﾃﾞｰﾀ

･高速上ﾋﾞﾃﾞｵ

･高架下状況写真

新技術の活用

ﾛﾎﾞｯﾄに
よる点検

（近）赤外線
による点検

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
画像解析

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

補修結果
の評価

自動
抽出

新打音検査

維持管理支援

･点群ﾃﾞｰﾀによる
変状検出・図面作成

InfraDoctor
IoT

タブレットや
スマホによる点検

ドローンによる点
検

健全度評価分析・劣化診断・予測

･点検ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
・補修ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
･損傷ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

補修計画・補修の実施

®
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インフラドクターの維持管理への活用
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道路・構造物の維持管理業務をトータルサポートするシステム

②現地状況・寸法計測・測量

③図面・３D解析モデル・管理台帳作成

⑤補修・補強設計

各作業の大幅な効率化を実現

①各種台帳検索

平面からの浮き

0mm以下
0～2mm
2～4mm
4～6mm
6mm以上

④変状検出機能

⑥規制図の作成、点検・補修シミュレーション
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インフラ施設の維持管理への適用（１）

GISで統合管理（点検・補修履歴検索、図面検索等）

スパンを指定するだけで点検・補修履歴から図面まで確認可能スパンを指定するだけで点検・補修履歴から図面まで確認可能



インフラ施設の維持管理への適用（２）

簡単に現場の寸法計測が可能

1点目 2点目

幅員

事務所で幅員計測
6

幅員計測

1点目

2点目

信号機との離隔

高さ計測
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インフラ施設の維持管理への適用（３）

図面作成
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完成図面点群データ

（例）管理者が異なる構造物の現況図面
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インフラ施設の維持管理への適用（４）

舗装評価から補修計画まで自動化



インフラ施設の維持管理への適用（５）

コンクリート構造物の変状確認が可能

3次元点群 構造物の基準面を作成 変状検出した構造物の画像

平面からの浮き

0mm以下

0～2mm

2～4mm

4～6mm

6mm以上

コンクリートの浮き・剥離損傷を検出
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同一箇所で別時点に取得した３次元データの差分抽出による変状検出機能は現在なく、
必要に応じた開発が必要


